
共進化実現プログラム（第Ⅲフェーズ）
に向けた取組と設計について

令和4年度 SciREXセンターでの調査結果
（ARIリスト化試⾏）

SciREXセンター
研究プロジェクト

「STI政策における研究と政策形成の共進化の
体制・⽅法の在り⽅の検討」

EY新⽇本有限責任監査法⼈の協⼒得て実施しています。

資料 2-1
科学技術イノベーション政策における

「政策のための科学」アドバイザリー委員会
（第 18 回）R5.4.12



プロジェクトの概要
SciREX事業の取り組みを総括するとともに、事業終了後もSTI政策におけるEBPMの
推進が図られるような仕組みの提案に向けて、令和3年度に研究プロジェクトを発⾜。

【⽬的】
• 新たな⽂脈（政策のアジャイル化やTransdisciplinary的な発想への転換など）の中

での「共進化」の有効な⽅法論やアプローチを再検討、理論化・体系化。
‒ 共進化に類似する概念・知⾒の整理
‒ 国内外のEBPM推進の状況や体制・課題等に関する調査

• 共進化実現プログラム（第Ⅲフェーズ）の設計・運営への提案
＜短期的視点＞

‒ 第Ⅰフェーズの追跡調査実施・分析⽀援
‒ 共創型プロジェクトの発⾜プロセスの改善に向けた⼿法の開発・試⾏（ARIリスト化試⾏）

• SciREX事業終了後の、科学的アプローチに基づくSTI政策研究・政策形成の在り⽅
＜⻑期的視点＞
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ARI（Area of Research Interest; 
研究関⼼領域）のリスト化試⾏
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SciREX研究プロジェクト/プログラムの変遷
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メモ概要期間種類
• メタな課題から研究者が中⼼となって課題を設定。
• PJ発⾜当初は⾏政官の参画を⼼掛けていたが、制度的に継

続的な関与は要求せず。
• シーズプッシュ、リニアモデル的
• センターには産学連携コーディネーター的な役割を期待

第5期科学技術基本計画で
提⽰された課題に対して、
拠点が連携して取り組む
研究プロジェクト

FY2016‐
FY2018

旧重点
課題PJ

• ⾏政担当者・担当課室のニーズに対して研究者が提案。
• ⾏政官の参画を制度的に要求。
• ニーズプル、共創型への転換（出発点は⾏政ニーズのみ）
• 拠点関係者中⼼。
• プログラム事務局は⽂部科学省のみ

国の具体的な政策課題に
基づいて、政策担当者と
研究者とが対話をしなが
ら研究課題を設定し、共
に研究を進める研究プロ
ジェクト

FY2019‐
FY2020

共進化
第1

• 第1フェーズを基本的に踏襲。
• 関与者の拡⼤：局課の枠の拡⼤（研究3局以外）、NISTEP

の参画
• 準備ステージの制度的変更（実現ステージに向けた準備）
• 担当アドバイザリー制の導⼊
• プログラム事務局としてセンターも関与

国の具体的な政策課題に
基づいて、政策担当者と
研究者とが対話をしなが
ら研究課題を設定し、共
に研究を進める研究プロ
ジェクト

FY2021‐
FY2022

共進化
第2

FY2023‐
FY2025

共進化
第3 どのような⽅針・デザインにするか？



（参考）英国BEIS 2019-2020におけるARI
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BEIS：ビジネス・エネルギー・産業戦略省



問い
• ⽇本においてARIのリスト化・公開

が、よりよい政策形成や実施、政
策効果の実証に資する政策研究プ
ロジェクトの発⾜に有効ではない
か？

• 政策担当者と研究者との連携によ
る研究プロジェクトの発⾜プロセ
スを改善できないか？
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ARI作成の意義
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• 第Ⅰ・Ⅱフェーズは政策ニーズに合わせた研究を提案するという、ほぼ⼀⽅向的なやり⽅。
また、委託調査レベルのニーズも混在。

• ARIの試⾏では、省内募集の政策ニーズ限らず、メガからサブまで多様な粒度の政策課題を
幅広いリソースから収集してリサーチクエスチョン化するとともに、ポートフォリオ化や
ワークショップ等を通じて適切な粒度のアジェンダ抽出を意図する。



ARI作成プロセス
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政策ニーズ、政策研
究動向の収集

政策アジェンダWS
（3回）

研究シーズ情報の
収集

研究アジェンダWS
（3回）

R5年度 SciREX
研究プロジェクトの

募集・形成

R4年
7⽉〜10⽉ 政策ニーズのタグ付

（ポートフォリオ）

政策課題の再整理
ポートフォリオ更新

R4年
12⽉

R5年
2⽉

R5年
3⽉

R5年
4⽉〜

短期/中期、組織/個⼈、政策アジェンダ化
の状況等、タグの抽出とニーズの整理

トップダウン的な分類により⼤きなテーマ 3つに集約し、政策
研究として関⼼のあるテーマや課題認識等について情報収集

政策担当者が参加し、強制発想
法を⽤いたニーズの抽出や、対
話による問題意識の深掘り、横
断的課題の共有 43件の政策課題の抽出（クエスチョン形式に整理）、課題の

分類：
• トップダウン：省内のメタな政策課題の項⽬に沿った分類
• ボトムアップ：政策サイクル及び担当課室が明確/不明確か
による分類

省内アンケート、CRDS政策課題俯瞰
調査、学会ホットイシュー調査、
SciREXサマーキャンプWS等

政策担当者と政策研究者が参加し、3つのテーマごとに問題意識
の共有や政策研究課題の共創、SciREXで取り上げるとよい研究
課題の粒度等について議論



政策ニーズ・政策研究動向の収集①
省内アンケート

• 計9件（8/31〆切）
‒ 担当課室：1課室（2）
‒ 個⼈：政策リエゾン (2），

その他（5）
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研究者と連携したEBPMの推進に係る省内ニーズ調査（課室用）

課室名

課室としてのニーズ

背景となる問題意識

※調査結果はSciREX事業・共進化PGの運営の参考とします。

【概要】
SciREX事業ではEBPMの実現に向けて研究者と行政官の共進化に向け取り組みを実施しており、
2019年度（平成31/令和元年度）にはそれまでの研究開発の取組をさらに進めるため、共進化実現プ
ログラムを発足しました（令和元年～２年度・第一フェーズ、令和３年～４年度・第２フェーズの研究を
実施）。
令和３年度から実施するSciREX事業第3期（令和７年度が最終年度）においては、終了後も科学技術
イノベーション政策におけるEBPMの推進が図られる体制や政策コミュニティ、人材育成、活用の在り
方、データ基盤整備等についての総括や提案を行っていくこととしています。
つきましては、省内の各課室等が政策研究者と協働で取り組みたいと考える政策ニーズに関するア
ンケートを実施いたします。

研究開発戦略課

※本調査に回答いただいたことで追加の作業は発生しません。一部の課には追加のインタビュー等
をお願いする可能性がありますが強制するものではありません。

新しく取り組む○○の施策によって□□にどのよう
な影響を与えるかを定量的に知りたい。

一般論として△△が□□を向上させるうえで必要で
あると有識者からご意見をいただいているが、政策
効果を実証するためにどのような事業設計が望まし
いか、またモニタリングしていく上で有用な指標の設
定等に悩んでいる。因果を明らかにするためのエビ
デンスが必要。



政策ニーズ・政策研究動向の収集②
学会ホットイシュー
• 研究・イノベーション学会のホットイシュー

‒ 2018年〜2022年分、36件収集
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政策ニーズ・政策研究動向の収集③
SciREXサマーキャンプ教職員セッション
• SciREX教職員（研究者）が6グループに分かれて、政策研究としてとり

あげるべき課題について議論（9/4）

11



政策ニーズ・政策研究動向の収集④
JST-CRDSによる課題整理
• 政策課題俯瞰調査（進⾏中）の成果を参考

‒ 6領域：評価、⼈材、研究基盤整備、研究開発制度、知的財産・標準化、
地域振興・産学連携
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政策ニーズのタグ付け（ポートフォリオ化）
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• 収集した政策ニーズ・研究動向を参照しながら、課題整理の軸と、共進化に向けて掘り
起こすべき政策ニーズの適切な粒度を検討



政策アジェンダWS

• ⽬的：政策ニーズの抽出と問題意識の深掘り及び研究アジェンダWSに
向けたアジェンダ創出

• 概要：SciREX事業に関わる⾏政官を対象に、90分のWSをオンラインで
2回開催。

‒ 第1回（12/13）：7名
‒ 第2回（12/22）：14名

• ⽅法：強制発想法に基づき、マトリクスを埋めるようできるだけ多様な
政策ニーズを考えだしてもらう。

‒ 横軸：CRDS政策俯瞰調査の項⽬に沿った「政策領域」
‒ 縦軸：政策サイクルにおける4つの「政策の場⾯」（政策フェーズ）
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政策アジェンダWSの結果

15

個別の政策領域（所掌）や場⾯を超えた議論にも発展



政策課題の再整理・ポートフォリオ化
• これまでに得られた43件の政策課題を2通りに整理。

① トップダウン（現在の省内のメタな政策課題に沿った設定）
1. 「第11期科学技術・学術審議会を締めくくるにあたっての会⻑所感」

（令和4年12⽉）の5項⽬に沿った整理
2. 太字は所感に準じた政策課題、⾚字は政策実現のための情報・知識、

仕組み・体制などメタな政策課題を表す

② ボトムアップ（第Ⅲフェーズを意識した共創的/相互学習的な設定）
1. 担当課室が明確な政策課題と、担当課室が不明確だったり、府省横断

的な課題に分ける
2. 共進化PJの新たな展開に向けて、「2. 望ましい⼿段を考え決定する

（政策形成・意思決定）」と、政策実験的な取り組みを可能とする
「3．決定した⼿段を実施する（政策実施）」の課題に分ける

3. 1と2のマトリクスを作成して、政策ニーズを分類
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政策課題の再整理・ポートフォリオ化
①トップダウン
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政策課題の再整理・ポートフォリオ化
②ボトムアップ
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研究シーズ情報の収集
• ⽂部科学省と協議の上、トップダウンで再整理した政策課題を3つの

テーマに集約し、SciREX拠点・関係機関（RISTEX採択プロジェクト研
究者含む）を対象に、関⼼あるテーマや課題認識等の情報をオンライ
ンアンケートで収集

• テーマ名、概要、関連する問いの例をそれぞれ提⽰
‒ 若⼿研究者⽀援と研究者の流動性確保
‒ 研究基盤整備のための事業ポートフォリオの作成や研究者ネットワークの活⽤
‒ 分野別および分野横断的な政策形成に向けた検討の進め⽅
‒ その他、検討すべきテーマ（あれば）

• 13名の研究者が情報を提供
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研究アジェンダWS

• ⽬的等：
‒ 政策アジェンダWS等これまでの結果を踏まえ、政策担当者及び政

策研究者がテーマをめぐる課題を共に掘り下げ、共有するとともに、
今後研究として明らかにしていくべき／考えていくべき「問い」の
アイデアをたくさん出し合う（共創）

‒ 課題の粒度について検討する
シンクタンク等への委託調査レベルで把握できること（短期）
研究者と⾏政官がともに取り組んだらよいと思うこと（中期）
研究コミュニティとして⻑期的に取り組むべきこと（⻑期）

• 概要：
‒ テーマごとに、3/20，3/27，3/28に120分のオンラインWSを開催
‒ 参加者：各回 ⾏政官4〜6名、研究者3〜4名
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